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公共施設ファシリティマネジメントの目的 
ＦＭの目的は、費用対効果の高い施設運営 

サステナブルな社会  ：公共資産として長期に有効活用 

施設の有効活用    ：ファシリティを効率的に運用 

            職員の満足、生産性向上 

クオリティ オヴ ライフ ：住民の満足を向上 
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地方自治体でのファシリティマネジメント導入状況 
2010年実績 

•三重県、FM導入プロジェクト 2000年 

•青森県、行政改革大綱にFM導入位置づけ 2001年 

•青森県、JFMA賞「最優秀FM賞」受賞 2008年 

•武蔵野市、JFMA賞「優秀FM賞」受賞 2009年 

FMまたは統括体制の導入状況 都道府県 
•導入・実施：三重県、東京都、北海道、青森県、岐阜県、京都府、福島県 
•導入発表  ：埼玉県、千葉県 
•導入計画  ：大阪府 

FM導入状況 市レベル 
•導入・実施：武蔵野市、佐倉市、大阪市、福岡市 
•導入計画  ：栃木市 
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武蔵野市のＦＭ導入事例 
建築保全部門が主管して総括的に保全を行う 

ＦＭ体制整備 
平成10年 建設部建築課から公共施設の計画的整備を提案 
平成14年 建設部建築課から財務部施設課へ移管 

1. 全施設の保全業務の大半は財務部に所属する施設課によって行わ
れ、全施設の不具合は技術的にも金額的にも把握されている。 

2. 保全に必要な年間総額予算が施設課に与えられ、個々の建物への
修繕改修配分は施設課が主体的に判断する。 

3. その財源として一般会計の中で一定金額が確保されている。 

先ず、ファシリティの現状把握が必要。 
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公共施設の改築改修シミュレーションモデル（40年の年平均） 
人口34万人、総施設面積100万㎡、再調達価格 3,030億円の仮想事例 
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青森県の事例（40年の年平均） 

長寿命化・総量縮減・コスト削減の財政的効果試算 
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FM診断とは 
公共施設のファシリティーの品質を明らかにし、課題を知るための診断。 
社団法人日本ファシリティマネジメント協会が開発したＦＭ評価手法であ
るJFMESを用いて実施します。 

個々の施設をファシリティマネジメントの観点から、
16段階の評価尺度で診断します。 
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